
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

 令和 ５年 ６月 ２８日 

石川県知事          殿 

 

 

提出者                   

住 所  石川県小松市串町甲８４番地１  

氏 名  有限会社 ショーケン産業    

代表取締役  新井 久美    

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０７６１－４６－１３１３    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  有限会社 ショーケン産業 解体工事現場 

事 業 場 の 所 在 地  石川県小松市瀬領町イ３８－１ 

計 画 期 間 令和５年４月１日から令和６年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 ０７ 識別工事業 

②事 業 の 規 模 元請完成工事高  ３５５，００３ 千円（税抜） 

③従 業 員 数 ２７ 人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

解体工事現場にて分別作業後、各処分場へ処理委託 

自社処分場にて処理する場合は、以下の通り処理 

瀬領本社工場 

選別 →（一部）破砕、圧縮 

→ 中間処理業者、最終処分業者、再生事業者へ委託 

工業団地ﾘｻｲｸﾙ工場（木くず） 

破砕 → 木質チップとして再生事業者へ売却 

今江焼却施設（木くず、繊維くず、これらの混合物） 

焼却 → 中間処理業者、最終処分業者へ委託 

(日本産業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

代表取締役 

｜ 取締役 兼 ISO管理委員長 兼 安全衛生推進者 

部門長 

 ｜ 

職長、現場代理人、工場長 

 ｜ 

現場作業員、工場作業員 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 

現
状 

【前年度（令和４年度 ）実績】       

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 木くず 繊維くず 金属くず 

排 出 量 ３５ ｔ ８３２ ｔ ７ ｔ ３３４ ｔ 

産業廃棄物の種類 
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず 
がれき類 混合廃棄物 合計 

排 出 量 １４５ ｔ ９，７９５ ｔ １４５ ｔ 11,293 ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

請負工事量により変動するが、 

排出時には、廃棄物の発生抑制とリサイクルを推進 

混合廃棄物については、選別を徹底する 

 

② 

計
画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 木くず 繊維くず 金属くず 

排 出 量 ３０ ｔ ８３０ ｔ ５ ｔ ３３０ ｔ 

産業廃棄物の種類 
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず 
がれき類 混合廃棄物 合計 

排 出 量 １４０ ｔ ９，７９０ ｔ １４０ ｔ 11,265 ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

現状の通り 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

① 

現
状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

排出される産業廃棄物を種類ごとに分別 

 

② 

計
画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

現状の通り 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 

現
状 

【前年度（ 令和４年度 ）実績】 

産業廃棄物の種類 木くず 合計 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
６９４ ｔ ６９４ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

木質チップへリサイクルが可能なものを選別 

 

② 

計
画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 木くず 合計 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
７００ ｔ ７００ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

現状の通り 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 

現
状 

【前年度（ 令和４年度 ）実績】  

産業廃棄物の種類 木くず 繊維くず 混合廃棄物 合計 

自ら熱回収を行った 

産業廃棄物の量 ― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

自ら中間処理に

より減量した 

産業廃棄物の量 

９４ ｔ ５ ｔ ３ ｔ １０２ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

リサイクルが不可能なものに限り、焼却処分 

 

② 

計
画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 木くず 繊維くず 混合廃棄物 合計 

自ら熱回収を行った 

産業廃棄物の量 ― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

自ら中間処理に

より減量した 

産業廃棄物の量 

９０ ｔ ５ ｔ ３ ｔ ９８ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

現状の通り 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 

現
状 

【前年度（ 令和４年度 ）実績】 

産業廃棄物の種類 ― ― 

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 
― ｔ ― ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

② 

計
画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ― ― 

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 
― ｔ ― ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 

① 

現
状 

【前年度（ 令和４年度 ）実績】  

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 木くず 繊維くず 金属くず 

全 処 理 委 託 量 ３５ ｔ ４４ ｔ ２ ｔ ３３４ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
― ｔ ３４ ｔ ― ｔ ― ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２４ ｔ ― ｔ ― ｔ ３３４ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

産業廃棄物の種類 
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず 
がれき類 混合廃棄物 合計 

全 処 理 委 託 量 １４５ ｔ ９，７９５ ｔ １４２ ｔ １０，４９７ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
― ｔ ８，２４５ ｔ ― ｔ ８，２７９ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
― ｔ ― ｔ ― ｔ ３５８ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

可能な限り再生利用業者、 

または優良認定処理業者へ委託する 

 



 

 

（第５面） 

 

②
計
画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 木くず 繊維くず 金属くず 

全 処 理 委 託 量 ３０ ｔ ４０ ｔ ２ ｔ ３３０ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
― ｔ ３５ ｔ ― ｔ ― ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２５ ｔ ― ｔ ― ｔ ３３０ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

産業廃棄物の種類 
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず及び陶磁器くず 
がれき類 混合廃棄物 合計 

全 処 理 委 託 量 １４０ ｔ ９，７９０ ｔ １４０ ｔ １０，４７２ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
― ｔ ８，２５０ ｔ ― ｔ ８，２８５ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
― ｔ ― ｔ ― ｔ ３５５ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

― ｔ ― ｔ ― ｔ ― ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 現状の通り 

 

※ 事

務 処

理欄 

  


